大分県立歴史博物館寄託要綱

(趣旨)
第１条　この要綱は、大分県立歴史博物館(以下、「博物館」という。)が展示等に供するため、個人及び各種機関・団体等が所有する歴史資料、考古資料、美術資料、民俗資料等(以下、「資料」という。)の寄託を受け入れることに関して、必要な事項を定めるものとする。

(申込みと受入れ)
第２条　資料の所有者(以下、「所有者」という。)が博物館に寄託を申し出るときは、資料寄託申込書(第１号様式)を館長に提出する。
２　館長は、前項の申し出があった場合は別に定める資料鑑査会を開いて受入れの諾否を決定する。受入れを決定したものについては、所有者に受入決定通知書(第２号様式)を発行する。
３　資料の受入れに応じられない場合は、館長は文書でその旨を所有者に通知する。

(寄託資料の預かり)

第３条　館長は資料の寄託を受け入れたときは、所有者に預り証(第３号様式)を発行し、受託控(第３号様式)を博物館に保管する。

(寄託期間)

第４条　寄託された資料(以下、「寄託資料」という。)の寄託期間は原則として３年とする。ただし、特別な事情があるときは、この期間を短縮することができる。

２　前項の期間は、寄託資料を博物館が受領した日が、１月１日から６月３０日のときは、その年の１月１日から、７月１日以後であるときはその年の７月１日から起算する。

(寄託資料の保管等)

第５条　寄託資料の保管その他の取り扱いについては、博物館の所蔵する資料に準じて行う。

２　寄託資料は、博物館がすべての責任をもって保管する。紛失・破損等の場合は博物館が補償を行う。ただし、天災等の不可抗力による滅失・毀損の場合はこの限りでない。

３　館長は、保管中の寄託資料について補修の必要を認めた場合は所有者に助言することができる。

４　寄託資料について、博物館は記録用写真の撮影をすることができる。ただし、撮影した写真を公開する場合は所有者の承諾を得るものとする。

(寄託の更新)

第６条　博物館は寄託期間が満了する３０日前までに、その旨を所有者に通知する。所有者が寄託を継続する場合は、改めて第２条第１項に基づき寄託手続きを行う。

２　前項をうけて、館長は改めて預り証(第３号様式)を発行する。

(寄託資料の返却)
第７条　寄託資料の返却は預り証と引き換えに行う。この時、所有者は受領書(第６号様式)に署名・押印する。
２　寄託資料の返却を受けようとする者が、所有者の代理人である場合は、代理人である旨を説明する書類を提出するものとする。
３　寄託資料は、所有者の意志あるいは博物館の運営上の都合により、寄託期間中であっても所有者に返却することができる。
４　前項により寄託資料を返却する場合は、所有者は寄託資料返却申込書(第４号様式)を館長に提出し、これをうけて館長は寄託資料返却承認書(第５号様式)を発行する。
５　所有者が特別の理由により一時的に寄託資料の返却をのぞむときは、館長に寄託資料一時返却申込書(第７号様式)を提出し、寄託資料の一時返却を求めることができる。これをうけて、館長は寄託資料一時返却承認書(第８号様式)を発行する。

 (所有権の移転)
第８条　寄託資料の所有権が移転したときは、新所有者はすみやかにその旨を博物館に連絡し、寄託資料の預り証を博物館に返却するものとする。
２　新所有者は引き続き寄託を行う場合は、第２条第１項に基づいて寄託手続きを行うものとする。新所有者に寄託の意志がない場合は、第７条第４項に基づいた資料の返却手続きを行う。

(預り証の再発行)
第９条　所有者が預り証を紛失もしくは損傷した場合は、再発行申出書(第９号様式)を博物館に提出するものとする。この場合、館長は預り証の再発行を行う。

付則１　この要綱は平成１３年４月１日から施行する。
２　この要綱は平成１５年７月１日から施行する。
